
補

正

予

算

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
）
【
全
員
賛
成
・
承
認
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
対
策
と
し
て
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

金
支
給
事
業
を
早
急
に
実
施
す
る
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
９
９
０
０
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
６
９
８
億

１
８
５
３
万
円
と
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
）
【
全
員
賛
成
・
承
認
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
対
策
と
し
て
、
市
の
取
り
組
み
を
早

急
に
実
施
す
る
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
に
３
６
２
０
万
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
６
９
８
億
５
４
７
３
万
円

と
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

【
全
員
賛
成
・
可
決
】

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
８
３
９
万

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
６
９
９

億
１
３
１
２
万
円
と
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
【
全
員
賛
成
・
可
決
】

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
に
83
万
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
11
億
４
８
８
３
万
円
と
し

た
。条

例
の
一
部
改
正

◎
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

　
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
団

体
に
一
般
社
団
法
人
浦
安
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
を
加
え
る
た
め
、
改
正
を
行
っ
た
。

◎
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
・
可
決
】

　
住
民
票
の
除
票
の
写
し
等
の
交
付
に

係
る
手
数
料
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
番
号
利
用
法
関

係
手
数
料
を
廃
止
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

◎
創
業
支
援
資
金
融
資
及
び
利
子
補
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
【
全
員
賛
成
・
可
決
】

　
産
業
競
争
力
強
化
法
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
条
項
を
改
め
る
た
め
、
改
正
を
行

っ
た
。

◎
休
日
救
急
歯
科
診
療
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
・
可
決
】

　
心
身
の
機
能
の
障
が
い
の
た
め
に
一

般
の
歯
科
診
療
所
に
お
け
る
治
療
に
困

難
を
伴
う
障
が
い
者
等
の
歯
科
患
者
の

診
療
を
行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

っ
た
。契

約
の
締
結

◎
斎
場
増
築
棟
建
築
工
事
の
請
負
に
つ

い
て
【
賛
成
多
数
・
可
決
】

　
斎
場
増
築
棟
建
築
工
事
を
行
う
た
め

の
工
事
請
負
契
約
を
、
株
式
会
社
合
田

工
務
店
と
２
億
５
０
２
５
万
円
で
締
結

し
た
。

◎
廃
棄
物
処
理
施
設
基
幹
的
設
備
改
良

工
事
の
請
負
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

　
廃
棄
物
処
理
施
設
基
幹
的
設
備
改
良

工
事
を
行
う
た
め
の
工
事
請
負
契
約
を
、

荏
原
環
境
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社
と
１
０

５
億
２
２
６
万
１
千
円
で
締
結
し
た
。

人

事

案

件

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
・
同
意
】

　
宮
道
力
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
。発

議

◎
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養

護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
【
全
員
賛
成
・
可
決
】

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急

速
な
再
拡
大
に
伴
う
医
療
提
供
体
制
の

強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
【
全
員
賛
成
・
可
決
】

報

告

◎
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

◎
令
和
２
年
度
健
全
化
判
断
比
率
に
つ

い
て

◎
令
和
２
年
度
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て◎
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

◎
寄
附
受
入
れ
に
つ
い
て
の
報
告

（
令
和
３
年
５
月
１
日
～
令
和
３
年
７

月
31
日
）

◎
定
期
監
査
の
結
果
報
告

（
教
育
総
務
部
）

◎
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告
書

（
５
月
、
６
月
、
７
月
分
）

◎
令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
決
算
書

（
公
益
財
団
法
人
う
ら
や
す
財
団
）

◎
令
和
３
年
度
事
業
計
画
書
収
支
予
算

書
（
公
益
財
団
法
人
う
ら
や
す
財
団
）

◎
令
和
２
年
度
事
業
報
告
書

（
浦
安
市
土
地
開
発
公
社
）

◎
令
和
３
年
度
事
業
計
画
書

（
浦
安
市
土
地
開
発
公
社
）

※令和３年第３回定例会は下記の日程で行われました。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
補
正

予
算
の
専
決
処
分
な
ど
、13
議
案
を
可
決

稼
働
後
25
年
経
過
し
た
ご
み
処
理
施
設
を
延
命
化
す
る

「
廃
棄
物
処
理
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
」に
係
る

契
約
の
締
結
を
可
決

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
を
、
９
月
３
日
よ
り
９
月
22
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
補
正
予
算
４
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
契
約
の

締
結
２
件
、
人
事
案
件
１
件
を
審
議
し
、
令
和
２
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
除
く
２
議
案

を
承
認
、
８
議
案
を
可
決
、
１
議
案
に
同
意
し
た
ほ
か
、
議
員
発
議
が
２
件
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

第３回定例会

月 

日

曜
日

日　
　
程

９
月
３
日
金
開
会
、

会
期
の
決
定
、

提
案
理
由
の
説
明

10
日
金
会
派
代
表
総
括
質
疑
、

議
案
各
委
員
会
付
託
、

議
案
第
11
号
採
決

13
日
月
都
市
経
済
常
任
委
員
会

14
日
火
総
務
常
任
委
員
会

15
日
水
教
育
民
生
常
任
委
員
会

21
日
火
一
般
質
問

22
日
水

一
般
質
問
、

委
員
長
報
告
に
対
す
る

質
疑・討
論・採
決
、

発
議
採
決
、

閉
会

延命化工事がスタートするクリーンセンター
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コ
ロ
ナ
対
策
の
現
状
認
識
お
よ

び
市
政
運
営
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
市
長　
市
で
は
保
健
所
と
連
携

し
な
が
ら
感
染
者
推
移
や
医
療
提

供
状
況
を
把
握
し
対
策
を
講
じ
て
お
り
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
の
感
染

急
拡
大
か
ら
は
減
少
傾
向
に
あ
る
現
在

も
、
予
断
を
持
た
ず
に
対
応
し
て
い
る
。

　
実
施
し
て
い
る
対
応
と
し
て
、
公
共

施
設
の
原
則
休
館
や
小
・
中
学
校
の
分

散
・
時
差
登
校
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
、

接
種
前
倒
し
や
夜
間
接
種
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
促
進
、
市
内
医
療
機
関
へ
の

補
助
金
交
付
や
保
健
所
へ
の
職
員
派
遣

な
ど
の
医
療
体
制
等
維
持
確
保
が
あ
る
。

　
今
後
も
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
感
染
状
況
を
注
視
し
、
時
期
を
逸

す
る
こ
と
な
く
様
々
な
対
策
を
適
切
に

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
安
心
と
安
全
に

市
民
の
安
心
と
安
全
に

つ
い
て

つ
い
て

芳
井
由
美

（
う
ら
や
す
み
ら
い
）

問答

　
市
町
村
は
個
人
防
護
具
の
確
保

を
含
む
感
染
防
止
等
の
事
業
継
続

へ
の
取
り
組
み
に
努
め
る
よ
う
環
境
省

か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
が
、
ご
み
収
集

作
業
員
の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
や
指
導
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
環
境
部
長　
市
で
は
、
緊
急
事

態
宣
言
発
令
の
際
、
一
般
廃
棄
物

処
理
事
業
者
に
対
す
る
マ
ス
ク
着
用
な

ど
感
染
拡
大
防
止
対
策
徹
底
の
要
請
や

感
染
症
対
策
用
品
の
配
布
に
併
せ
て
、

国
が
策
定
し
た
廃
棄
物
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
を
通
知
す
る
な
ど
、
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
徹
底
に
つ

い
て
協
力
要
請
を
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
当
該
事
業
の
安
定
的
な
業
務

継
続
に
向
け
、
令
和
３
年
７
月
に
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
従
業
員
へ
優

先
接
種
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
ゴ
ミ
収
集
に
お
け
る
問
題
点

ゴ
ミ
収
集
に
お
け
る
問
題
点

及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

答

荒
井
美
緒

（
無
会
派
）

　
北
栄
地
区
の
市
街
化
や
、
北
栄

四
丁
目
に
お
け
る
住
宅
と
工
業
系

の
事
務
所
混
在
の
経
緯
を
伺
い
た
い
。

　
都
市
政
策
部
長　
北
栄
地
区
で

は
、
農
業
基
盤
整
備
の
た
め
の
土

地
改
良
事
業
が
行
わ
れ
た
後
、
昭
和
44

年
に
今
後
の
市
の
発
展
を
見
据
え
て
東

西
線
浦
安
駅
周
辺
を
商
業
地
、
そ
の
周

辺
を
住
宅
地
、
北
栄
四
丁
目
は
工
業
系

事
業
所
が
立
地
で
き
る
よ
う
土
地
利
用

を
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
後
、
市
街
化
の
進
展
に
伴
い
住

宅
と
工
業
系
の
事
業
所
が
増
え
た
た
め
、

企
業
の
生
産
環
境
と
良
好
な
住
環
境
の

た
め
に
、
千
鳥
地
区
へ
移
転
希
望
す
る

企
業
の
移
転
を
支
援
し
な
が
ら
住
宅
と

事
業
所
が
共
存
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
街

並
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

問
北
栄
地
区
に
つ
い
て

北
栄
地
区
に
つ
い
て

答

深
津
徳
則

（
自
由
民
主
党
・
　 

無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
者
数
は
減
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
令
和
３
年
７
月
、

８
月
の
感
染
症
関
連
の
救
急
搬
送
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
消
防
長　
感
染
症
関
連
の
救
急

搬
送
状
況
に
つ
い
て
、
７
月
は
、

陽
性
者
救
急
出
場
件
数
38
件
、
搬
送
件

数
27
件
、
不
搬
送
件
数
11
件
、
出
場
か

ら
医
師
に
引
き
継
ぐ
ま
で
に
４
時
間
以

上
要
し
た
件
数
は
１
件
で
あ
る
。

　
８
月
は
、
出
場
件
数
１
２
６
件
、
搬

送
件
数
68
件
、
不
搬
送
件
数
58
件
、
出

場
か
ら
医
師
に
引
き
継
ぐ
ま
で
に
４
時

間
以
上
要
し
た
件
数
は
３
件
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
最
長
時

間
は
、
傷
病
者
に
複
数
の
基
礎
疾
患
が

あ
り
病
院
選
定
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

か
ら
７
時
間
54
分
と
な
っ
て
い
る
。

問
市
内
に
お
け
る
医
療
・

市
内
に
お
け
る
医
療
・

救
急
体
制
に
つ
い
て

救
急
体
制
に
つ
い
て

答

水
野
　
実

（
市
民
の
会
）

一般質問
　今定例会では、新型コロナウイルス感染症対策のため、答弁
時間を含め１人30分として、９月21・22日の２日間にわたり、
14人の議員が質問し、市政全般に対して活発な論議を展開しま
した。
　ここでは、質問者順にその一部を掲載いたします。

　
精
神
疾
患
へ
の
偏
見
・
差
別
の

解
消
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
精
神
疾
患

や
心
の
不
調
に
悩
む
人
を
支
え
る
１
０ 

０
万
人
の
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
が
今
年
度
か
ら
養
成
を
始

め
る
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
心
の
不

調
に
悩
む
方
々
の
相
談
状
況
や
、
そ
の

悩
み
に
対
し
て
感
染
拡
大
が
与
え
る
影

響
が
あ
れ
ば
傾
向
を
伺
い
た
い
。

　
健
康
こ
ど
も
部
長　
本
市
で
は
、

心
と
体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
先

と
し
て
、
健
康
相
談
の
窓
口
を
設
置
し

て
お
り
、
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
内
容
と

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
伴
い
、
気
分
の
落
ち
込
み

や
感
染
へ
の
不
安
な
ど
が
多
い
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
る
。

問
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

答

芦
田
由
江

（
う
ら
や
す
み
ら
い
）

　
国
に
お
い
て
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、

現
時
点
に
お
け
る
本
市
の
準
備
体
制
や

課
題
を
伺
い
た
い
。

　
市
長　
令
和
３
年
度
中
に
策
定

す
る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
の
中

で
国
が
示
す
重
点
取
組
事
項
の
検
討
を

進
め
て
お
り
、
特
に
自
治
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
お
い
て
は
、
市
民
と

密
接
な
17
業
務
を
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
標
準
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
た
め
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
な
い
よ
う
に

シ
ス
テ
ム
事
業
者
等
と
の
情
報
共
有
を

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
全
庁
的
・
横
断
的
に
推
進
す

る
司
令
塔
の
役
割
を
果
た
す
専
門
的
な

組
織
の
設
置
、
各
部
門
の
役
割
に
見
合

っ
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
や
配
置
な

ど
を
、
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

問
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代

の
市
政
運
営
に
つ
い
て

の
市
政
運
営
に
つ
い
て

答

中
村
理
香
子

（
公
明
党
）

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
上
が
る
中
、

接
種
の
強
要
や
不
当
な
扱
い
な
ど

の
ワ
ク
チ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
の
基
本
的
な

考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て
は
、
強
制
で
は

な
く
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
重
い
急
性
疾
患
な
ど
様
々
な
理
由

で
接
種
で
き
な
い
方
も
い
る
。

　
職
場
や
周
り
の
方
へ
の
接
種
強
要
や
、

接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
へ
の
差
別
的

な
扱
い
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
ま
た
、
感
染
し
た
方
へ
の
差
別
的

な
扱
い
に
つ
い
て
も
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
で
は
偏
見
や
差
別
を
防
ぐ
た
め
に
、

引
き
続
き
啓
発
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
市
民
生
活
に
つ
い
て

ナ
に
お
け
る
市
民
生
活
に
つ
い
て

答

毎
田
潤
子

（
自
由
民
主
党
・
　 

無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　
富
士
見
・
堀
江
地
区
に
相
次
い

で
単
身
世
帯
向
け
の
集
合
住
宅
が

建
設
さ
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
影

響
と
課
題
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

　
都
市
政
策
部
長　
単
身
者
向
け

集
合
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
住
者

の
ご
み
出
し
や
駐
輪
の
マ
ナ
ー
、
エ
ア

コ
ン
室
外
機
に
よ
る
景
観
阻
害
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、

少
な
か
ら
ず
地
域
の
住
環
境
へ
影
響
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
、
条
例
に
よ

る
事
業
者
へ
の
事
前
協
議
の
義
務
づ
け
、

駐
輪
場
や
ご
み
置
場
な
ど
の
環
境
整
備

の
ほ
か
、
入
居
に
伴
う
対
応
を
含
め
た

指
導
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
室
外
機
に
つ
い
て
は
、
設
置
位
置
や

植
栽
等
に
よ
り
見
え
方
に
配
慮
す
る
よ

う
に
誘
導
を
行
い
、
近
年
で
は
以
前
の

よ
う
な
意
見
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

問
富
士
見
・
堀
江
地
区
の

富
士
見
・
堀
江
地
区
の

課
題
に
つ
い
て

課
題
に
つ
い
て

答

斉
藤
　
哲

（
自
由
民
主
党
・
　 

無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　
認
知
症
条
例
を
制
定
し
て
い
る

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
促
進
・
権
利
擁
護
の
充
実

に
つ
い
て
明
文
化
し
て
い
る
。

　
今
回
の
認
知
症
条
例
制
定
を
機
会
に

明
文
化
を
推
奨
し
た
い
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

　
福
祉
部
長　
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
認
知
機
能
の
低
下
に
よ
っ

て
権
利
を
守
る
必
要
の
あ
る
高
齢
者
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
成
年
後
見

制
度
の
普
及
啓
発
お
よ
び
充
実
は
市
の

重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
、
認
知
症
の
方
自
身
の
尊
厳
を
保
持

す
る
た
め
の
権
利
擁
護
の
一
部
と
考
え

て
お
り
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
認

知
症
条
例
の
中
で
こ
う
し
た
考
え
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
施
策
に
つ
い
て

し
て
い
け
る
施
策
に
つ
い
て

答

一
瀬
健
二

（
公
明
党
）

　
自
宅
療
養
に
お
い
て
は
、
経
験

さ
れ
た
方
の
話
で
は
隔
離
環
境
に

よ
る
孤
独
は
想
像
を
超
え
る
つ
ら
さ
で

あ
り
、
家
庭
内
感
染
の
リ
ス
ク
も
あ
る

一
方
、
一
か
所
に
集
ま
っ
て
の
治
療
は
、

医
療
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
や
市
民
の
よ
り

大
き
な
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
千
葉
県
か
ら
の
要
請
に
よ
る
軽
症
者

向
け
宿
泊
療
養
施
設
の
市
内
開
設
に
つ

い
て
、
本
日
の
市
長
発
言
に
お
い
て
話

が
あ
っ
た
が
、
本
市
の
金
銭
面
・
事
務

作
業
の
負
担
、
医
療
従
事
者
の
確
保
な

ど
の
取
り
決
め
を
含
め
た
、
施
設
の
概

要
を
伺
い
た
い
。

　
副
市
長　
今
回
の
開
設
に
伴
う

本
市
の
負
担
に
つ
い
て
、
県
は
国

の
交
付
金
等
を
活
用
し
て
行
っ
て
お
り
、

本
市
に
財
源
や
人
的
な
支
援
は
求
め
ら

れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

係
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

係
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

答

岡
野
純
子

（
無
会
派
）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
お
よ

び
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
展
望
を
伺
い
た
い
。

　
市
民
経
済
部
長　
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
社
会
経
済
活
動
の
制
約
に

よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
地
域
経
済
の

停
滞
に
よ
る
未
曾
有
の
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
た
が
、
状
況
を
打
開
し
市
民
生

活
お
よ
び
市
内
事
業
者
に
お
け
る
事
業

の
継
続
・
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
独

自
の
緊
急
経
済
対
策
事
業
を
た
め
ら
い

な
く
行
っ
て
き
た
。

　
い
ま
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
に
お

い
て
市
民
生
活
、
地
域
経
済
を
守
る
た

め
に
、
今
後
も
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な

く
必
要
な
対
策
を
行
い
、
地
域
経
済
の

回
復
に
努
め
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

づ
く
り
に
つ
い
て

上
野
賢
一

（
公
明
党
）

問答

　
業
者
へ
の
照
会
に
対
す
る
回
答

を
受
け
て
、市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
市
長　
Ｎ
Ｍ
Ｒ
パ
イ
プ
テ
ク
タ

ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
文
化
会

館
お
よ
び
市
民
プ
ラ
ザ
で
の
水
質
検
査

や
大
学
の
学
術
研
究
発
表
に
よ
り
、
継

続
し
た
効
果
や
科
学
的
根
拠
を
確
認
し

た
上
で
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
き
た
。

　
水
質
検
査
に
お
い
て
は
良
好
な
数
値

だ
っ
た
が
、
学
術
研
究
に
つ
い
て
は
メ

ー
カ
ー
か
ら
の
明
確
な
回
答
を
得
ら
れ

ず
、
10
月
頃
に
学
会
へ
論
文
を
提
出
す

る
予
定
で
あ
る
と
い
う
回
答
の
み
で
あ

っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け
、
近
々
に
研

究
論
文
発
表
に
よ
る
科
学
的
根
拠
の
確

認
が
で
き
な
け
れ
ば
今
回
の
導
入
は
難

し
い
と
考
え
、
メ
ー
カ
ー
に
は
そ
の
旨

を
伝
え
て
い
る
。

問
パ
イ
プ
テ
ク
タ
ー
取
扱

パ
イ
プ
テ
ク
タ
ー
取
扱

い
に
つ
い
て

い
に
つ
い
て

答

広
瀬
明
子

（
無
会
派
）

うらやす議会だより 第 183 号 2021 年（令和３年）11 月 15 日 2



※�

定
例
会
の
予
定
は
、
議
会
運
営
委
員
会

で
決
定
さ
れ
る
た
め
、
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
決
定
さ
れ
た
日
程
は
、

市
役
所
や
公
民
館
等
に
掲
示
し
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

令和３年 第４回定例会の予定
月 

日
曜
日

日　
　
程

11
月

�

25
日
木
議
会
運
営
委
員
会

29
日
月
本
会
議

（
提
案
理
由
の
説
明
）

12
月

�

6
日
月
本
会
議

（
会
派
代
表
総
括
質
疑
）

8
日
水
総
務
常
任
委
員
会

9
日
木
教
育
民
生
常
任
委
員
会

10
日
金
都
市
経
済
常
任
委
員
会

15
日
水
本
会
議（
一
般
質
問
）

16
日
木
本
会
議（
一
般
質
問
）

17
日
金
本
会
議（
一
般
質
問
）

20
日
月
本
会
議（
一
般
質
問
）

（
質
疑・討
論・採
決
）

会 派 代 表会 派 代 表
総 括 質 疑総 括 質 疑

　今定例会では、９月10日の本会議において、４人の議員がそれぞ
れの会派を代表して質疑を行いました。
　ここでは、質疑およびその答弁の要旨について、掲載いたします。

　
令
和
２
年
度
の
決
算
審
査
意
見

書
に
、
今
年
度
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
が
想

定
さ
れ
る
と
あ
る
が
、
今
年
度
の
歳
入

に
つ
い
て
、
当
初
予
算
と
比
較
し
た
状

況
を
伺
い
た
い
。

　
財
務
部
長　
令
和
３
年
度
の
当　

初
予
算
の
歳
入
で
は
、
昨
年
の
法

人
市
民
税
の
減
収
に
加
え
て
個
人
市
民

税
も
減
収
と
な
り
令
和
２
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
市
税
が
大
幅
に
減
少
す

る
な
ど
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長

期
化
に
よ
る
影
響
は
い
ま
だ
先
行
き
が

不
透
明
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

当
面
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

感
染
状
況
や
経
済
状
況
を
十
分
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

答

美
勢
麻
里

（
無
会
派
）

自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号
））

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
難
し
い
対
応
が

迫
ら
れ
る
中
、
当
局
に
お
い
て
は
迅
速

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

市
内
２
か
所
で
の
夜
間
接
種
な
ど
先
駆

け
的
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
救
急
医
療
体
制
の
維
持
確
保
の
た
め
、

市
内
の
救
急
医
療
を
担
っ
て
い
る
医
療

機
関
に
補
助
を
す
る
救
急
医
療
体
制
維

持
確
保
臨
時
補
助
金
、
発
熱
患
者
等
が

診
療
を
受
け
る
体
制
を
整
え
た
医
療
機

関
に
補
助
を
す
る
発
熱
患
者
等
診
療
体

制
支
援
臨
時
補
助
金
に
つ
い
て
、
８
月

20
日
に
専
決
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
背

景
に
は
本
市
の
医
療
体
制
が
非
常
に
厳

し
い
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
市
内
医
療
体
制
の
現
状
を

含
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
か
か
る
状
況
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
総
括
的
に
伺
い
た
い
。

　
市
長　
本
市
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
と

し
て
は
、
７
月
下
旬
か
ら
感
染
が
急
拡

大
し
、
千
葉
県
が
公
表
す
る
１
日
の
新

規
感
染
者
数
が
８
月
中
旬
に
は
１
０
０

人
を
超
え
る
日
が
あ
る
な
ど
、
非
常
に

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
感
染
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

市
内
の
医
療
提
供
体
制
に
も
大
き
な
負

担
が
生
じ
た
た
め
、
市
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中

に
お
い
て
も
救
急
医
療
体
制
の
維
持
確

保
お
よ
び
発
熱
患
者
等
が
安
心
し
て
必

要
な
医
療
の
提
供
を
受
け
る
た
め
の
体

制
整
備
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
医
療

機
関
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
規
感
染
者
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
確
定

日
を
基
に
直
近
７
日
間
平
均
の
値
を
あ

ら
た
め
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
８
月
18
日

を
ピ
ー
ク
と
し
て
９
月
に
向
け
て
減
少

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

公
　
明
　
党

公
　
明
　
党  

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
））

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事

業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

就
労
が
ま
ま
な
ら
ず
、
個
人
向
け
緊
急

小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
を
再
貸
付
限

度
額
ま
で
借
り
て
い
る
な
ど
、
極
め
て

厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
支
援
金
と
理
解
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
特
例
貸
付
に
お
い
て
は
困

窮
す
る
方
へ
の
支
援
と
し
て
求
職
活
動

の
要
件
が
な
い
一
方
で
、
自
立
支
援
金

は
、
求
職
活
動
を
行
う
か
生
活
保
護
の

申
請
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

就
労
を
前
提
と
し
た
制
度
と
し
て
は
、

住
居
確
保
給
付
金
も
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
自
立
支
援
金
制
度

を
提
供
す
る
背
景
、
ま
た
、
借
り
入
れ

が
で
き
な
い
方
の
掌
握
や
制
度
の
周

知
・
活
用
に
お
け
る
方
法
を
伺
い
た
い
。

　
福
祉
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
生
活

に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
緊
急
小
口
資
金
や
総
合
支
援
資
金
の

特
例
貸
付
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中

で
、
総
合
支
援
資
金
の
再
貸
付
が
終
了

す
る
、
あ
る
い
は
不
承
認
と
な
る
世
帯

が
出
て
き
て
い
る
。

　
自
立
支
援
金
提
供
の
背
景
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
世
帯
に
対
し
て
就
労
に
よ

る
自
立
を
図
り
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合

に
は
生
活
保
護
の
受
給
へ
つ
な
げ
る
た

め
、
生
活
困
窮
者
へ
の
追
加
支
援
と
し

て
創
設
さ
れ
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
対
象
者
の
掌
握
と
周
知
に
つ

い
て
は
、
市
か
ら
千
葉
県
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
し
て
総
合
支
援
資
金
に
お
け

る
再
貸
付
の
情
報
提
供
を
依
頼
し
、
提

供
さ
れ
た
情
報
を
基
に
対
象
者
へ
個
別

に
案
内
を
送
付
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
う
ら
や
す
に
も

掲
載
し
て
い
る
。

浦
安
の
夢

浦
安
の
夢  

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号
））

　
発
熱
患
者
等
診
療
体
制
支
援
臨

時
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
市
内
医

療
機
関
や
医
師
会
の
協
力
の
下
で
さ
ら

な
る
感
染
症
診
療
体
制
強
化
に
使
わ
れ

る
よ
う
だ
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
関
し
て
、
市
民
か
ら
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
装
置
設
置
臨
時

補
助
金
に
つ
い
て
、
現
在
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
に
よ
る
感
染
爆
発

は
収
ま
ら
ず
、
家
庭
内
感
染
拡
大
に
よ

り
市
内
医
療
機
関
の
発
熱
外
来
を
受
診

す
る
方
が
激
増
し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

判
定
検
査
の
検
体
採
取
を
行
っ
た
大
半

が
、
結
果
判
明
ま
で
丸
一
日
以
上
か
か

る
市
外
の
検
査
会
社
で
判
定
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
市
内
医

療
機
関
の
検
査
装
置
整
備
に
よ
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
市
内
実
施
や
そ
れ
に
伴
う
判

定
迅
速
化
は
、
感
染
拡
大
に
対
す
る
抑

止
効
果
が
大
き
く
、
他
市
に
先
駆
け
て

体
制
強
化
を
行
う
本
市
の
決
断
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
発
熱
患
者
等
診
療
体
制
支

援
臨
時
補
助
金
に
よ
り
追
加
さ
れ
る
医

療
機
関
の
周
知
方
法
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
装
置
設
置
臨
時
補
助
金
に
よ
る
検
査

体
制
強
化
の
効
果
を
伺
い
た
い
。

　
健
康
こ
ど
も
部
長　
発
熱
患
者

等
診
療
体
制
支
援
臨
時
補
助
金
の

交
付
要
件
と
し
て
、
令
和
３
年
10
月
31

日
ま
で
の
間
、
発
熱
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
旨
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
民
へ

の
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
装
置
設
置
費
臨

時
補
助
金
の
効
果
と
し
て
は
、
検
査
体

制
が
整
備
さ
れ
た
医
療
機
関
が
市
内
に

増
え
る
こ
と
で
迅
速
な
検
査
体
制
が
確

保
さ
れ
、
感
染
拡
大
防
止
と
医
療
提
供

体
制
の
維
持
・
確
保
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

う
ら
や
す
み
ら
い

う
ら
や
す
み
ら
い

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
非
核
平
和
事
業
に
つ
い
て
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
平
和
学
習
青
少

年
派
遣
事
業
が
更
正
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束

が
見
込
め
な
い
状
況
下
で
は
致
し
方
な

い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
非
核
都
市
を
宣
言
し
て
い
る
本

市
に
お
い
て
、
平
和
に
関
す
る
学
習
は

大
切
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
事
業
の
意
義
に
つ
い

て
、
派
遣
と
い
う
形
を
と
れ
な
い
中
で

子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
の

か
伺
い
た
い
。

　
市
民
経
済
部
長　
平
和
学
習
青

少
年
派
遣
事
業
は
、
市
立
中
学
校

の
生
徒
を
長
崎
に
派
遣
し
、
現
地
で
青

少
年
の
交
流
を
し
な
が
ら
被
爆
の
実
態

や
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
青
少
年
ピ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と

や
、
平
和
祈
念
式
典
の
規
模
縮
小
に
よ

り
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
昨

年
に
引
き
続
き
当
該
事
業
の
中
止
を
決

定
し
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
更
正
減
を

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
当
該
事
業
は
中
止
と
し
た
が
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
核
兵
器
の

恐
ろ
し
さ
を
伝
え
平
和
の
尊
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
昨
年
同
様
、
市

立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
浦
安
被
爆

者
つ
く
し
の
会
に
よ
る
被
爆
体
験
講
話

や
長
崎
派
遣
の
経
験
が
あ
る
青
少
年
に

よ
る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
収
録

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
た
平
和
学
習
を

行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
要
望
に
応
じ
て
、
浦
安

被
爆
者
つ
く
し
の
会
が
直
接
学
校
を
訪

問
す
る
被
爆
体
験
講
話
を
行
っ
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

末
益
隆
志

　
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
は
他
市
と
比
較
し
て

も
高
水
準
で
あ
る
９
割
超
だ
が
、
一
方

で
依
然
と
し
て
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方

が
い
る
要
因
お
よ
び
要
因
を
把
握
す
る

必
要
性
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
健
康
こ
ど
も
部
長　
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
考
え

方
で
希
望
し
な
い
方
や
接
種
希
望
が
あ

っ
て
も
重
い
急
性
疾
患
な
ど
に
よ
り
見

合
わ
せ
る
方
も
い
る
た
め
、
要
因
の
把

握
は
困
難
だ
が
、
広
報
特
集
号
の
市
内

全
戸
配
付
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
手
段

に
よ
り
周
知
に
努
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
施
設
へ
の
巡
回
接
種
や
、
在

宅
診
療
を
行
っ
て
い
る
診
療
所
の
協
力

に
よ
る
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
方
へ
の

接
種
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
現

在
も
徐
々
に
接
種
数
は
増
加
し
て
い
る
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

答

折
本
龍
則

（
無
会
派
）

柳　

毅
一
郎

一
瀬
健
二

芦
田
由
江

より多くの皆さんにお読みいただくため、スマートフォン・タブレット端末専用
アプリ「マチイロ」でも、うらやす議会だよりを配信しています。
ぜひ、ご利用ください。
※�アプリの利用は無料ですが、通信料は自己負担となります。
※�アプリ使用中に表示される広告は、市議会とは一切関係が�
ありません

※�アプリについては㈱ホープへお問い合わせください。�
☎092-716-1404 Android  端末用 ios  端末用

うらやす議会だよりを「マチイロ」で配信

うらやす議会だより 第 183 号 2021 年（令和３年）11 月 15 日3



  gikaijimukyoku@city.urayasu.lg.jp

◇ 

可
決
し
た
意
見
書 

◇

　
本
号
は
、
令
和
３
年
の
第
３
回
定
例

会
に
つ
い
て
編
集
し
ま
し
た
。

　
お
気
づ
き
の
点
や
ご
意
見
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
浦
安
市
猫
実
一
丁
目
１
番
１
号

　
浦
安
市
議
会
事
務
局

☎
（
７
１
２
）
６
７
８
８

FAX
（
３
５
１
）
１
１
４
０

う
ら
や
す
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
　
一
瀬　
健
二

副
委
員
長　
　
吉
村　
啓
治

　
芳
井　
由
美　
　
毎
田　
潤
子

　
今
泉　
浩
一　
　
深
津　
徳
則

　
斉
藤　
　
哲

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する
支援等に関する法律の改正を求める意見書

　障害者に対する虐待は障害者の尊厳を大きく害するものであり、虐
待を防止することは障害者の自立及び社会参加、地域共生社会の実現
にとって極めて重要な課題のひとつである。
　障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律、
いわゆる「障害者虐待防止法」が平成24年10月に施行されてから、約
９年が経過しようとしている。
　障害者に対する虐待の禁止、障害者の尊厳を守ることを目的として
作られた同法であるが、現行の障害者虐待防止法では、虐待発見時の
行政機関への通報義務が、養護者、障害者福祉施設及び使用者に課せ
られている一方、医療機関内での虐待については、発見者の行政機関
への通報義務が対象外となっている。
　昨年、神戸市において精神科病院内での卑劣な虐待事件が発覚し、
同病院内で常態化した患者虐待のおぞましい実態が次々と明らかにな
った。しかしながらこの事件は氷山の一角にすぎず、医療機関で障害
者が虐待されるという痛ましい事件は未だに全国で発生している。身
体的・精神的に弱い立場の障害者が、助けてもらえると思って行った
病院で虐待に遭った場合、外から見えない場所での虐待に声を上げら
れず、また障害者の家族も閉鎖的な病院内で起こっていることに気付
きにくく、泣き寝入りをせざるを得ない状況にある。
　このような人権侵害は断じて許してはならず、障害者虐待防止の更
なる推進、虐待の早期発見、被虐待者の救済を速やかに行える体制を
確立させるためには、障害者福祉施設などと同様に、医療機関におい
ても虐待発見時の行政機関への通報義務が必要であると考える。
　よって、本市議会は国に対し、虐待発見時の市町村への通報義務の
対象に、医療機関における障害者虐待を加えるよう障害者虐待防止法
の改正を強く求めるものである。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　令和３年９月22日

浦安市議会議長　　宝　　　　新
あて
　内閣総理大臣　様
　厚生労働大臣　様
　衆議院議長　様
　参議院議長　様

新型コロナウイルス感染症の急速な再拡大
に伴う医療提供体制の強化を求める意見書

　第５波ともいわれる新型コロナウイルス感染症の再拡大は、第１波からこの間、我 
々が経験してきた状況を遥かに超え、医療提供体制は逼迫、入院が必要な方が速やか
に入院できない状況を急速に生じさせた。県内においても25日連続で千人を超える新
規感染者が発生し、それに伴い、自宅療養者の数も急増。県が病床確保計画のフェー
ズ４で示した数の倍以上にあたる、１万人にも上った中、自宅療養中に亡くなるケー
スも相次いでいる。
　本市においても保健所からの連絡に、数日要したという事例も見受けられた。また、
保健所とのコンタクトが取れないため、市が独自に財政措置を行ったパルスオキシメ
ーターが迅速に貸し出されていないことも明らかになっている。そのような状況を受
け、本市は市川保健所に対し、保健師を含む職員を派遣、さらに教育関連施設等で陽
性者が確認された場合、早期に施設を再開できるよう、市独自の「濃厚接触者調査チ
ーム」を創設し、保健所業務の遅滞を補っている。
　陽性者の救急搬送の要請件数については、７月に38件だったものが、８月には126
件と３倍以上に達し、救急隊が消防署を出発してから搬送先の病院が決まるまで、最
長７時間半かかった事案も発生し、搬送先の決定に時間がかかる場合、患者に酸素投
与が可能な市独自の一時待機場所の運用も始めた。これらは本来、県がその責務とし
て担うべき役割であり、一基礎自治体で対応できる範囲にも限界がある。
　４月13日には浦安市、船橋市、市川市で構成する「京葉広域行政連絡協議会」とし
ても３回目の緊急事態宣言解除後、新規感染者数の増加の兆しがみられ、県を含めた
広域的な連携が必要なことから、「新型コロナウイルスの感染再拡大防止に関する緊
急要望書」を知事あてに提出しているところであるが、前述のような状況となってい
る。
　現在、新規感染者数は減少傾向にあるが、あらたな変異株の発生もあり、今後も医
療提供体制など、厳しい局面が続くと予想される。９月９日に県は医療提供体制強化
案を示したが、今後想定されるあらたな再拡大や、異なる感染症に対しても迅速かつ
適切に対処できるよう、視察や現場からのヒアリングを通しあらためて状況を把握し、
検証することを求めるとともに、浦安市議会として県に対し、以下、対策のさらなる
強化を求めるものである。

１．�陽性反応が出た場合は、遅くとも翌日には本人に連絡ができる体制を整えること
２．�自宅療養者が放置されることなく、定期的な健康観察を受けられる環境を整える
こと

３．�入院調整が困難な場合における酸素投与等適切な処置が行える一時待機場所を市
川保健所管内に設置すること。または同様の対応を市が行った場合には財政措置
を行うこと

４．�自宅療養者や宿泊療養者にも抗体カクテル療法を提供できる体制を整えること
５．�臨時医療施設の拡充や開設を含む病床のさらなる確保を行うこと
６．�地域単位での新規感染者の感染経路、重症度や変異株感染の状況、医療提供体制
への影響など今後各自治体が活用できる情報を可能な限り共有すること

７．�市川保健所に検査装置を設置するなど、急速な再拡大にも対応しうる保健所機能
の強化を図ること

８．�不測の事態に備えた医療提供体制や、医療従事者の安定的な確保計画を速やかに
策定すること。また、将来起こり得るあらたな感染症にも対応しうる体制を構築
すること

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　令和３年９月22日
浦安市議会議長　　宝　　　　新

あて
　千葉県知事　様

　今定例会で、所管の委員会に付託された各議案は、９月13日の都市経済常任委
員会、９月14日の総務常任委員会、９月15日の教育民生常任委員会でそれぞれ審
査しました。
　ここでは、主な議案の質疑およびその答弁の要旨について、掲載いたします。
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補
正
後
の
、
財
政
調
整
基
金
の

残
高
を
伺
い
た
い
。

　
９
月
補
正
後
の
財
政
調
整
基
金

残
高
は
、
73
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
消
防
音
楽
隊
維
持
費
の
更
正
減

63
万
円
に
つ
い
て
、
理
由
を
伺
い

た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た

出
演
や
そ
れ
に
伴
う
通
常
練
習
が
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
講
師
謝
礼
に
係
る
報

償
費
を
減
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
中
止
と
な
っ
た
出
演
等
の
内
容

を
伺
い
た
い
。

　
消
防
音
楽
隊
が
当
初
予
定
し
て

い
た
出
演
の
内
容
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
関
連
し
て
本
市
で
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
、
聖
火
リ
レ
ー
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
お
よ
び
各
国
の
キ
ャ

ン
プ
地
に
お
け
る
ウ
エ
ル
カ
ム
セ
レ
モ

ニ
ー
へ
の
出
演
と
な
っ
て
い
る
。
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い
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
装
置
設
置
費
臨
時

補
助
金
追
加
の
経
緯
を
伺
い
た
い
。

　
４
医
療
機
関
か
ら
の
設
置
意
向

に
よ
り
早
急
に
検
査
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
り
、先
に
４
台
分
を
８
月

に
専
決
処
分
し
、今
後
時
機
を
逸
す
る

こ
と
な
く
補
助
金
を
交
付
す
る
た
め
に
、

９
月
補
正
分
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

休
日
救
急
歯
科
診
療
所
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
対
象
人
数
の
把
握
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
伺
い
た
い
。

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
障
が
い
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
、
不
安
に
よ
り
受
診

を
諦
め
て
い
る
方
が
48
名
、
市
外
大
学

病
院
な
ど
の
利
用
者
が
63
名
、
現
在
受

診
し
て
い
る
市
内
診
療
所
が
閉
ま
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
希
望
者
が
30

名
お
り
、
合
計
１
４
１
名
で
あ
る
。
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交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
八
街
の
事
件
で
は
通
学
路

の
危
険
性
に
言
及
す
る
報
道
が
あ
っ
た

が
、
点
検
実
施
時
の
視
点
を
伺
い
た
い
。

　
市
、
学
校
、
警
察
署
の
職
員
が

通
学
路
を
実
際
に
歩
き
、
報
道
内

容
な
ど
も
踏
ま
え
た
様
々
な
面
か
ら
、

危
険
個
所
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

斎
場
増
築
棟
建
築
工
事
の
請
負
に
つ
い

て
　
増
築
に
よ
る
稼
働
の
改
善
を
ど

う
見
込
ん
で
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
繁
忙
期
に
お
け
る
１
週
間
か
ら

10
日
ほ
ど
の
利
用
待
ち
期
間
を
、

４
式
場
に
な
る
こ
と
に
よ
り
短
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
車
椅
子
専
用
駐
車
場
設
置
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
建
物
の
出
入
口
を
屋
根
の
あ
る

車
寄
せ
に
向
け
障
が
い
者
の
利
便

性
に
配
慮
し
て
い
る
。
駐
車
場
は
、
今

後
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。

問問問

問問問問

答答答

答答答答 答 問

うらやす議会だより 第 183 号 2021 年（令和３年）11 月 15 日 4


